
　様式第六

　　　　年　　　月　　　日

神戸市公共下水道管理者　　殿

　　 申　請　者

 住　　　所

 電話番号

 氏名又は名称及び
 法人にあってはその代表者の氏名

※ 整 理 番 号

　 ※受理年月日
　　　年

  月　　日

 ※ 施 設 番 号

△ ※ 審 査 結 果

△

△

△

△

1
用すること。　  

2
3

A4とすること。

※備 考

汚 水 の 処 理 の 方 法 別 紙 （ 2 ） の と お り

下 水 の 量 及 び 水 質

備　考 △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利

※印の欄には記載しないこと。
届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格

工場又は事業場の所在地 兵庫区遠矢浜町１－１

別 紙 （ 3-1 ） の と お り

用 水 及 び 排 水 の 系 統 別 紙 （ 3-2 ） の と お り

特 定 施 設 の 種 類
7１－２号　科学技術に関する研究等を
行う事業場　（イ）洗浄施設

特 定 施 設 の 構 造 別 紙 （ 1 ） の と お り

特定施設の使用の方法 別 紙 （ 1 ） の と お り

特　定　施　設　設　置　届　出　書

下 水 道 法 第 12 条 の 3 第 1 項 の 規 定 に よ り 、 特 定 施 設 に つ い て 、 次 の と お り 届 け 出 ま す 。

工場又は事業場の名称 株式会社〇〇研究所　神戸事業所

神戸市中央区加納町６丁目５－１

078-806-8916

株式会社〇〇研究所

代表取締役 神戸 太郎



　全従業員数 20　　　　　　人

　当事業場の従業員数 20　　　　　　人

　月間　　　　20　　日操業 　休業日　 土・日・祝

　担当者所属  

　　　　氏名　　　　管理部　　三宮　花子

　　　　TEL　 　　　078-806-8916

　水栓番号　　　　　　　　A12345

　使用者番号　　　　　　990101123
上 水 道 の 使 用 者 番 号 及 び

水  栓  番  号

そ の 他 の 参 考 事 項

担 当 者 の 職 名 ・ 氏 名 ・ 連 絡 先

工 場 ・ 事 業 場 の 概 要

資 本 の 額 ま た は 出 資 の 総 額

常 時 使 用 す る 従 業 員 の 人 数

平 均 的 操 業 日 数 及 び 休 業 日

学術・開発研究機関

医薬品などの開発

3,000万円

業          種（産業分類）

主 要 製 品 ま た は 加 工 の 種 類

水道局検針の際に発行される
「ご使用水量のおしらせ」に
"お客様番号" "水栓番号"
として書いてあります



別紙 （1）

流し台 ドラフト

71-2号(イ） 71-2号(イ）

　　　　　　　　　　　基

(2) 別図（　　1-1　 　）のとおり 別図（　　1-2　　）のとおり

(3) 別図（　　1-1　　）のとおり 別図（　　1-2　　）のとおり

(4) ー ー

（13）
2次洗浄排水まで
回収・産廃処分

2次洗浄排水まで
回収・産廃処分

（注）　（11）は、当該特定事業場から排除される下水に係る水質の基準に定められた事項について記入のこと。

薬品リストを参照使 用 方 法 及 び
1 日 当 り の 使 用 量

そ の 他 の 参 考 事 項

通常：0.1m
3
/日

最大：0.2m
3
/日

通常：0.2m
3
/日

最大：0.3m
3
/日

さ れ る 汚 水 の 量
（ 通 常 、 最 大 ）

通常　pH6～8
最大　pH5～9

通常　pH6～8
最大　pH5～9

さ れ る 汚 水 の 水 質
（ 通 常 、 最 大 ）

(11)
特 定 施 設 か ら 排 出

(12)
特 定 施 設 か ら 排 出

8時～16時
うち7時間

8時～16時
うち5時間

間 隔 及 び 1 日 当 り の
使 用 時 間

特

定

施

設

の

使

用

の

方

法

操 業 系 統

(8)
特 定 施 設 の 使 用 時 間

(9)
使 用 の 季 節 的

年末繁忙期 年末繁忙期
変 動 の 概 要

(10)
原 材 料 の 種 類

薬品リストを参照

(7)
特 定 施 設 を 含 む

別図（　　3　　）のとおり

   着手   ：令和　３年 ３月　１日
   完成   ：令和　３年 ３月３１日
使用開始 ：令和　３年 ４月　１日

別図（　　2-2　　）のとおり

   着手   ：令和　３年 ３月　１日
   完成   ：令和　３年 ３月３１日
使用開始 ：令和　３年 ４月　１日

の 着 手 ・ 完 成 ・ 使 用
開 始 （ 予 定 ） 年 月 日

別図（　　2-2　　）のとおり及 び 関 連 主 要 機 械
又 は 装 置 の 配 置

別図（　　3　　）のとおり

みなと製 MK500型 みなと製 KK300型

能 力

特 定 施 設 の 設 置 場 所

(1) 型 式
特

定

施

設

の

構

造

構 造

主 要 寸 法

(6)
特 定 施 設 に 係 る 工 事

(5)

特定施設の構造・使用の方法

　　　 　　施 設 名
　　　　（番 号）

 項　　　目 　　　　　数 2 1

それぞれの特定施設について、たて一列に記載してください



別紙 （2）

       　　              処 理 施 設 名

　 項　     目

(1) 別図（　２－１　）のとおり

工事着手　　令和　３年　３月　１日
完　　成　　令和　３年　３月３１日

使用開始　　令和　３年　４月　１日

(4) 別図（　２－３　）のとおり

(5) 自然流下

(7) なし

　　　　　　　　

    通常 　　　　　処理前　　　  　pH　4～10
    最大 　　　　　処理後　　　　　pH　6～8

    通常 通常：3.8m
3
/日

    最大 最大：4.5m
3
/日

(13)

（注）　（4）は裏面に汚水処理の概念フローを図示すること。

　　　　（9）は当該特定事業場から排除される下水に係る水質の基準に定められた事項について記入のこと。

硫酸　　      20kg/日
苛性ソーダ   　5kg/日

なし

汚水等の処理の方法

汚 水 処 理 施 設 の 設 置 場 所

(2)
汚 水 処 理 施 設 の
工 事 の 着 手 ・ 完 成 及 び
使 用 開 始 （ 予 定 ） 年 月 日

中和処理施設

使 用 の 季 節 的 変 動 の 概 要

(3)
汚 水 処 理 施 設 の 種 類 ・

別図（　２－３　）のとおり形 式 ・ 構 造 ・ 主 要 寸 法 ・
能 力 及 び 処 理 方 式

汚 水 の 処 理 系 統

連続24時間運転

汚 水 の 集 水 ・ 導 水 方 法

(6)
汚 水 処 理 施 設 の
使 用 時 間 間 隔 及 び
1 日 当 り の 使 用 時 間

(8)
汚 水 の 中 和 ・ 凝 集 ・ 酸 化
そ の 他 の 反 応 の 用 途 別 薬 剤 の
1 日 当 り の 使 用 量

(9) 処理前・後の汚水の水質

別図（　２－１　）のとおり
数 及 び 排 出 先 等

(11)
処 理 に よ る 残 さ の 種 類 ・
月 間 の 種 類 別 生 成 量
及 び そ の 処 理 方 法

そ の 他 の 参 考 事 項

(12) 排 除 方 法
排 水 口 の 位 置 ・

(10) 処理前 ・ 後の 汚水 の量



　別紙 （3-1）

　　　　      　 排  出  口

 項  目  等

下 水 の 量 通常 5.8

（m
3 
 ／日） 最大 7.0

水素イオン濃度 最低 6

（pH） 最高 8

ジクロロメタン 通常 ＜0.001

(mg/L) 最大 ＜0.001

ふっ素 通常 ＜0.1

(mg/L) 最大 ＜0.1

セレン 通常 ＜0.01

(mg/L) 最大 ＜0.01

砒素 通常 ＜0.001

(mg/L) 最大 ＜0.001

通常

最大

通常

最大

通常

最大

通常

最大

通常

最大

公共下水道

生活排水
洗浄排水

排除される下水の量及び水質

排 出 先

排 水 の 概 要

そ の 他 の 参 考 事 項

南 場所がわかりやすいように方角・建物名などを利用した名称を
決めて記入してください

排水口ごとの排水量を記載してください

排水の発生用途別の種類を記載してください

作業工程において使用する原材料や薬品等から、
排出すると判断される水質項目について、通常値
（水素イオン濃度は最低値）と最大値を記載してください



　別紙 （3-2）

　　　1　用水及び排水の系統を図示すること。

　　　2　用途別水使用量を上図に附記し、下記の用水概況を記入すること。

 用水（m3／日）

3.8 3.8

2 2

5.8 5.8

　　（注） 循環使用水については、うちで（　　）書きすること。

　　添付図面内訳　　1.　工場付近見取図

　　　　　　　　　　　　　2.　特定施設、主要機械、主要装置、汚水処理施設等の配置図

　　　　　　　　　　　　　3.　特定施設の構造図

　　　　　　　　　　　　　4.　工場排水経路図

　　　　　　　　　　　　　5.　特定施設を含む操業系統図（フローシート）

　　　　　　　　　　　　　6.　汚水処理施設の構造図

原 料 用 水

洗 浄 用 水

冷 却 用 水

ボ イ ラ ー 用 水

変 動 の 概 要

生 活 用 水

そ の 他

計

用水使用量の季節的

用水及び排水の系統

　　　　　　　　　取水（m3／日）
上 水 道

工 業 用 水
道

地 下 水 海 水 そ の 他 計

上水道
5.8m3/日

生活排水
2m3/日

洗浄排水
3.8m3/日

南排水口
5.8m3/日

参考：一人あたり8時間の使用水量は0.1m3程度

水道局検針の際に発行される「ご使用水量のおしらせ」により、
上水道の使用量を確認できます
ビルの入居で上水道の使用量がわからない場合は作業内容
から上水道の使用量を推定してください

中和処理施設
3.8m3/日



国道２号線

○○研究所

〔付近見取図〕

公園

小学校

○○駅



〔特定施設の構造図〕

別図１－１



〔特定施設の構造図〕

別図１－２



別図２-1 １階平面図

生活排水

洗浄排水

警備室 WC

南排水口

〔配置図及び排水経路図〕

中和
処理
施設

設備室

101号室 102号室 103号室 104号室

105号室 107号室106号室

111号室

108号室

112号室110号室109号室 113号室 114号室



別図２-２ ２階平面図

生活排水

洗浄排水

WC

〔配置図及び排水経路図〕

会議室

流し台

流し台 ドラフト

201号室 202号室 203号室 204号室 205号室

207号室206号室 209号室208号室

211号室

210号室

212号室 213号室 214号室 215号室 216号室

1階に流下 1階に流下



〔汚水の処理施設・除害施設　構造図〕

別図２－３



〔操業系統図〕

 別図３

原
料

培
地
作
成

構
築

培
養

反
応

回
収

精
製

洗浄排水 洗浄排水 洗浄排水

原液、１次、2次洗浄排水は回収し、産廃処分



薬品リスト

No 薬品名 保有量 使用方法 排除基準項目
1 エタノール 5L 前処理用
2 メタノール 5L 前処理用
3 イソプロパノール 200mL 前処理用
4 クロロホルム 200mL 前処理用
5 トルエン 200mL 前処理用
6 アセトニトリル 200mL 前処理用
7 酢酸 200mL 前処理用
8 ギ酸 200mL 前処理用
9 ヘキサン 200mL 前処理用
10 アセトン 200mL 前処理用
11 重炭酸アンモニウム 500g 前処理用
12 亜硫酸ナトリウム 500g 前処理用
13 リン酸 25ml 前処理用
14 アンモニア水 300mL 前処理用
15 塩酸 500mL 前処理用
16 硫酸 500mL 前処理用
17 スクロース 500g 前処理用
18 フルクロース 500g 前処理用
19 NaCl 500g 前処理用
20 KCl 500g 前処理用
21 CaCO3 500g 前処理用
22 尿素 500g 前処理用
23 塩化メチレン 200mL 前処理用 ジクロロメタン
24 フェノール 200mL 前処理用 フェノール類
25 フッ化ナトリウム 100mL 前処理用 ふっ素及びその化合物
26 亜セレン酸ナトリウム 100g 前処理用 セレン及びその化合物
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

排除基準項目に該当する場
合は項目名を記載してください


